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第 Ⅰ 部

２００４年度 決算概況

第 Ⅰ 部

２００４年度 決算概況

１．連結損益実績
２．単独損益実績
３．ＴＤＫ物流との合併進行状況
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３．ＴＤＫ物流との合併進行状況
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１．連結損益実績１．連結損益実績

◆連結売上高（セグメント別）の増減◆連結売上高（セグメント別）の増減
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１．連結損益実績１．連結損益実績

◆連結営業利益（セグメント別）の増減◆連結営業利益（セグメント別）の増減
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２．単独損益実績２．単独損益実績
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３．TDK物流との合併進行状況３．TDK物流との合併進行状況

１）合併６ヶ月の進行状況

２）国内拠点ネットワーク

３）今後の展開

１）合併６ヶ月の進行状況

２）国内拠点ネットワーク

３）今後の展開
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３．TDK物流との合併進行状況３．TDK物流との合併進行状況

１）合併６ヶ月の進行状況

◆組織の統合

10/1より新組織体制にて統合

◆人事・労務制度の統合

10/1より全面統合

◆倉庫管理ｼｽﾃﾑの統合

8拠点中4拠点がACCS（Alps Cargo Center System）へ

統合

◆輸配送ﾈｯﾄﾜｰｸの統合

関西・中部地区での統合

２）国内拠点ネットワーク

３．TDK物流との合併進行状況３．TDK物流との合併進行状況
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仙台営業所

古川営業所
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富山営業所 小名浜営業所

成田営業所

羽生営業所高崎営業所

新潟営業所

長野営業所

静岡営業所

名古屋営業所

横浜営業所
東京港ｾﾝﾀｰ

（輸出入）

2004年10月現在

松戸営業所

秋田営業所 北上営業所

南羽鳥営業所

大井川営業所

尾張旭営業所

東大阪営業所

航空事業ｾﾝﾀｰ

庄内営業所

旧TDK物流拠点
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３）今後の展開

３．TDK物流との合併進行状況３．TDK物流との合併進行状況

（１）輸配送ﾈｯﾄﾜｰｸの全国的統廃合

（２）隣接物流拠点の統合、貨物の融合/集約

◆拠点の統合 成田・名古屋（一部）

◆貨物の融合/集約 大阪・静岡・横浜・松戸

（４）営業ﾈｯﾄﾜｰｸの拡大による拡販

（３）人事ﾛｰﾃｰｼｮﾝによる人材活性化

第 Ⅱ 部

電子部品物流の事業展開

第 Ⅱ 部

電子部品物流の事業展開

１．電子部品物流の事業環境

２．２００５年度事業方針及び戦略

３．２００５年度重点施策

１．電子部品物流の事業環境

２．２００５年度事業方針及び戦略

３．２００５年度重点施策
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１．電子部品物流の事業環境１．電子部品物流の事業環境

（１）市場動向

（２）顧客動向

（３）競合動向

（１）市場動向

（２）顧客動向

（３）競合動向

（１）市場動向（１）市場動向

１）昨年後半からの景気足踏み傾向が
しばらく続き、先行き不透明

１）昨年後半からの景気足踏み傾向が
しばらく続き、先行き不透明

２）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電の伸び率鈍化と価格低下傾向続く２）ﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電の伸び率鈍化と価格低下傾向続く

３）中国への生産ｼﾌﾄ、及び資材の現調化が進み、
国内貨物の減少、中国の増加傾向続く

３）中国への生産ｼﾌﾄ、及び資材の現調化が進み、
国内貨物の減少、中国の増加傾向続く
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（２）顧客動向（２）顧客動向

１）荷主のSCM思考による物流革新の重要性の

認識が高まる

１）荷主のSCM思考による物流革新の重要性の

認識が高まる

２）物流の合理化進展２）物流の合理化進展

◆ 在庫の削減
◆ L/Tの短縮
◆ 物流業務のｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ化

３）生産の海外ｼﾌﾄに伴う調達・販売物流の多様化３）生産の海外ｼﾌﾄに伴う調達・販売物流の多様化

◆ 物流ﾙｰﾄの見直し（直送化・ﾐﾙｸﾗﾝ 等）

◆ 物流拠点の統廃合

（３）競合動向（３）競合動向

１）欧米のMEGA-INTEGRATORの台頭１）欧米のMEGA-INTEGRATORの台頭

２）3PL志向物流業者の増大と競争激化２）3PL志向物流業者の増大と競争激化
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２．2005年度 事業方針及び戦略２．2005年度 事業方針及び戦略

（１）事業方針

（２）事業戦略

（１）事業方針

（２）事業戦略

（１）事業方針（１）事業方針

◆専門分野に特化し、顧客ﾆｰｽﾞにﾏｯﾁした高度な

物流ｻｰﾋﾞｽで差別化を図る。

◆物流現場を自営化し、ｼｽﾃﾑ化することにより

総合物流企業としての事業体質を強化する。

◆中国を中心とした電子部品物流軌道のある所へ

ﾈｯﾄﾜｰｸを整備する。

電子部品に特化した総合物流事業を展開し
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙでの業容の拡大を図る

電子部品に特化した総合物流事業を展開し
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙでの業容の拡大を図る
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１．経営基盤、事業体質の強化１．経営基盤、事業体質の強化

２．ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ物流体制の整備拡大２．ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ物流体制の整備拡大

３．顧客満足度向上によるﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大３．顧客満足度向上によるﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大

◆合併による事業統合効果の捻出
◆現場力の強化による基幹事業の進化
◆人材の育成・強化・活性化

◆ｼｽﾃﾑ化による事業体質の強化
◆各拠点間の情報・物流ﾈｯﾄﾜｰｸの整備
◆次への拡大に向けた体制整備

◆高品質な物流ｻｰﾋﾞｽの提供
◆ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙOne Channel Serviceの高度化による拡販

◆合併による営業力強化での拡販

（２）事業戦略（２）事業戦略

３．2005年度 重点施策３．2005年度 重点施策

（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

（２）中国物流拠点の再構築

（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

（２）中国物流拠点の再構築
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（１）成田航空貨物 物流拠点の構築（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

１）背景

（１）L/Tの短縮から航空貨物ﾆｰｽﾞの増大

（２）輸出入航空貨物のｽﾄｯｸ＆ﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰﾆｰｽﾞの高まり

（４）関東地区の物流拠点の再構築

（３）顧客の物流ｻｰﾋﾞｽ要求の多様化

２）新成田営業所の概要２）新成田営業所の概要

（１）成田航空貨物 物流拠点の構築（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

◆場 所 千葉県山武郡芝山町大台
（芝山第２工業団地内／成田空港へ6km）

◆場 所 千葉県山武郡芝山町大台
（芝山第２工業団地内／成田空港へ6km）

（１）新倉庫概要（１）新倉庫概要

◆建物面積 5階建て 20,461㎡（6,200坪）◆建物面積 5階建て 20,461㎡（6,200坪）

◆総投資額 25億円◆総投資額 25億円
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２）新成田営業所の概要

（１）成田航空貨物 物流拠点の構築（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

（２）事業展開方針

空港隣接地の優位性を活かした、国内外航空貨物の

多機能拠点として、航空事業の拡大を図る

◆輸出入ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ機能の集約◆輸出入ﾌｫﾜｰﾃﾞｨﾝｸﾞ機能の集約

◆内貨・外貨倉庫の併設と貨物の一元管理◆内貨・外貨倉庫の併設と貨物の一元管理

◆国内外輸送ﾈｯﾄﾜｰｸへの直結◆国内外輸送ﾈｯﾄﾜｰｸへの直結

３）新成田営業所のサービス内容

（１）成田航空貨物 物流拠点の構築（１）成田航空貨物 物流拠点の構築

（１）輸出航空貨物取扱いサービス

（２）輸入航空貨物取扱いサービス

（３）グローバルストック＆デリバリーサービス

◆工場から成田営業所まで直結

◆輸出梱包から輸出通関までを一棟内で完結

◆L/Tの短縮とコスト低減が可能

◆成田営業所にて輸入通関、流通加工が可能

◆JITで納入先へ直送

◆国内生産品・海外生産品を一括保管

◆KIT化して国内外納入先へ直送

◆保管貨物の当日フライトも可能
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（２）中国物流拠点の再構築（２）中国物流拠点の再構築

１）中国事業環境の変化

（１）自動車メーカーの中国進出加速

（２）上海を中心とした華東地域周辺への企業進出加速

（３）物流園区の設立地域の拡大

◆天津、広州地域等

◆華東地域でのビジネス拡大

（上海、青島、寧波、大連、張家港、厦門、

深圳塩田港、天津）

◆輸出入業務の地方分散化傾向の増大

（４）規制緩和による物流業者の進出加速と競争激化

◆CEPA活用による香港資本企業の進出
◆WTO全面開放による外資系企業の独資形態での進出

２）中国物流拠点の整備・拡充

（１）華東地域

◆上海物流園区の事業拡大

（２）中国物流拠点の再構築（２）中国物流拠点の再構築

◆華東地域での拡販を目指した独資物流会社の設立

◆寧波への支店展開

（２）華南地域

◆東莞での倉庫拡張

（05/10完成予定・4階建・総床面積15,400㎡）
◆厦門、広州への支店検討



14

第 Ⅲ 部

国内連結子会社の活動状況

第 Ⅲ 部

国内連結子会社の活動状況

１．事業概要

２．流通サービスを取り巻く事業環境

３．事業方針・施策

４．売上高推移

１．事業概要

２．流通サービスを取り巻く事業環境

３．事業方針・施策

４．売上高推移

１．事業概要１．事業概要

１）事業内容
・生協を中心に消費物流分野で事業展開
・流通加工、保管、在庫管理、輸送を一貫サービスで提供

２）事業の特長
・少量多品目、多頻度、小口配送対応
・24時間365日の作業体制

３）運営体制
・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ﾋﾟｯｷﾝｸﾞ・ｼｽﾃﾑ、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ検品ｼｽﾃﾑによる

業務効率化
・拠点 全国７４拠点（05/3現在）

関東を中心に関西、九州、東北、北陸へ拠点展開
・車両台数（05/3現在）

１，０３１台（うち個配用車両８７０台）
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２．流通サービスを取り巻く事業環境２．流通サービスを取り巻く事業環境

１）消費（者）行動の変化、多様化
・安全志向・低価格志向
・通販・ネット利用の増大
・少子高齢化・共稼ぎ家庭の増加

２）生協物流の変化
・個配事業は地方を中心に、15％前後の伸び継続

・集品センターの共同化等、事業連帯・再編の加速
・流通加工、個配業務のアウトソーシング化の進展

３．事業方針・施策３．事業方針・施策

１）事業方針
消費物流に特化したブランド力のある総合物流事業を展開する

２）重点施策
①生協の物流改革・再編に合わせた個配・流通加工の受託強化

②騎西物流 ｾﾝﾀｰを中心とした一般物流・調達物流の受託強化

・３温度帯倉庫の特徴を生かした営業展開を図る
・農産品を中心とした日配品の関東圏での物流基地化

③人材育成と管理体制の強化
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４．売上高推移４．売上高推移
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第 Ⅳ 部

２００５年度通期見通し

第 Ⅳ 部

２００５年度通期見通し

１．2005年度通期連結見通し

２．2005年度通期単独見通し

３．ｷｬｯｼｭﾌﾛｰと設備投資計画

４．１株当りの配当

１．2005年度通期連結見通し

２．2005年度通期単独見通し

３．ｷｬｯｼｭﾌﾛｰと設備投資計画

４．１株当りの配当
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１．2005年度通期連結見通し１．2005年度通期連結見通し
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１．2005年度通期連結見通し１．2005年度通期連結見通し

◆連結売上高（セグメント別）の増減
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１．2005年度通期連結見通し１．2005年度通期連結見通し

◆連結営業利益（セグメント別）の増減
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国際物流事業

商品販売事業

（億円）

04年度実績

28.2

18.0

2.4

48.6

05年度見通し

30.7

16.4

1.7

48.8
前期比
＋0.2億円

国内・国際物流の利益増
商品販売の利益減
成田営業所の償却費増
成田等国内拠点統合費用

+ 4.0億円
△0.7億円
△1.4億円
△1.7億円

２．2005年度通期単独見通し２．2005年度通期単独見通し
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３．キャッシュフローと設備投資計画３．キャッシュフローと設備投資計画

250流通サービス車両購入184流通サービス車両購入

419その他427その他

6892,751合計

20広東新倉庫内装2,140成田倉庫建設及び付帯設備

05年度 設備投資計画04年度 設備投資実績

（単位：百万円）減価償却費

当期純利益

設備投資費

2,576 2,490

1,143 1,382

689

2,751

3,8723,719

４．１株当りの配当４．１株当りの配当

１７円５０銭１０円００銭７円５０銭05年3月期予定

２０円１２円５０銭７円５０銭04年3月期

06年3月期計画 ２０円１０円００銭１０円００銭

年間配当金期末配当金中間配当金

◆０４年３月期 期末配当金には創立４０周年記念配当５円を含む◆０４年３月期 期末配当金には創立４０周年記念配当５円を含む

◆０５年３月期 期末配当金より２円５０銭の増配を予定◆０５年３月期 期末配当金より２円５０銭の増配を予定




